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脊椎インプラントを始めとした，金属製のねじ締結部品
では，摩擦力によって固定されています．インプラントに
おける初期固定性など摩擦力が関わる性能がその後の器具
や機械にとって重要な場合には，本技術によって摩擦力を
増加させ性能向上を図ることが可能です．

本技術の特色は，安価な工業用レーザマーカーを利用し
て金属表面に微細な凹凸を付与することです．これにより，
ほぼあらゆる金属の表面に微細な凹凸を簡単に付与するこ
とができます．摩擦増大効果は凹凸の消失によりなくなり
ますが，消失面にも再度加工可能です．また，潤滑面でも
効果を発揮します．
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レーザ加工を繰り返すことによって金属表面に対してよ
り顕著な凹凸を加工することが可能です．左の図ではわず
か3回の繰り返し照射によって摩擦力がほぼ最大値になる
ことを示しています．また，右側の図では潤滑面であって
も無潤滑面とほぼ同等の摩擦力増大効果が得られているこ
とを示しています．

レーザ加工による微細凹凸が付与された表面では，金属
同士の凝着が促進されています．白枠で示す部分の凝着が
加工により促進されていることを示しています．また，Al
材では軟化が摩擦力増大に大きく寄与しますが，レーザを
デフォーカス（焦点からずらす）して照射するだけで，焼
鈍と同じように表面が軟化し最大の摩擦が得られます．
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